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第五号議案 役員改選 
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■議案一号   

 

特定非営利活動法人 OurPlanet-TV 

２０２２年度 事業報告書 

 

１、事業実施の報告  

 

 ロシアによるウクライナ侵攻、安倍元首相銃撃と国葬、旧統一教会問題、急激な円安と物価高。２０２２

年もさまざまなニュースがテレビ画面を賑わせました。OurPlanet-TV でも、最も多く視聴されたのは、安倍

元首相の国葬に反対する国会前の集会のニュース。次いで、視聴されたのはウクライナからの避難者に

関するショートドキュメンタリーで、社会的に関心の高い映像が、多く視聴される傾向にあります。 

 

一方、大手メディアでは「可視化」されない出来事もたくさんあり、OurPlanet-TV では、視聴数にとらわ

れず、そうした内容に注力しています。その一つが、原発事故後に甲状腺がんとなった福島の男女７人が

東京電力を訴えている裁判です。戦後最大の「人災」である福島第一原発事故に伴う健康被害という側面が

ありつつ、大きなメディアでは残念ながら、ほとんど報道されません。OurPlanet-TV では、期日ごとに詳報し

ているほか、福島県や国の動向を継続取材しています。 

 

また、LGBTQ や外国人の人権問題に関するニュースも多数配信してきました。とりわけ、同性婚をめぐ

る問題、トランスジェンダーに関するテーマに力を入れ、変化しつつある社会やコミュニティを追っています。  

 

 なお、受託事業では、B 型肝炎全国原告団・弁護団による様々な配信業務をはじめ、社会的に重要な課題に

取り組む団体から依頼を引き受けすることが多く、受託制作とはいえ、手応えのある取り組みを続けています。 

 

 ２０２２年は過去２０年に記録したアナログビデオのデジタル化とアーカイブに着手したいと考えていましたが、

資金調達が進まず、現在、事業は足踏みをしています。また、映像ワークショップも休止が続いています。コロナ

による影響が小さくなりつつありますが、まだまだ思うように事業展開ができず、寄付も伸び悩んだ１年でした。 

  

 

代表理事 白石 草 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 会員数 ２０２３年１月２０日現在  

      正会員 ２０人 ／ 賛助会員 個人２２１人／団体 １ 

（２） 従業員の状況  

      ＊フルタイムスタッフ２名 アルバイトスタッフ１名 

（３） 活動の拠点  

       ＊東京事務所 
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２、事業実施に関する事項 

 

―コンテンツ制作に係る事業―  

（１）市民の視点や人権・環境を考慮にいれた番組の制作 

 独自企画番組の制作および配信  

【事業内容】 

２０２２年度は、ロシアによるウクライナ侵攻、安倍元首相銃撃と国葬、旧統一教会問題、急激な円安と

物価高と、さまざまなニュースがテレビ画面を賑わせた。こうした中、OurPlanet-TVが長期にわたって取材

してきた甲状腺がん問題をめぐり、若い患者らが東京電力に対し損害賠償を求める裁判を提訴した。

OurPlanet-TV は提訴以来、期日ごとに詳報している。また、全国で同性婚の裁判が戦われる中、LGBT

をめぐるニュースも数多く配信した。 

視聴者数が多かったのは、安倍元首相の国葬に対するデモや、ウクライナから逃れてきた難民に関す

る動画だった。年末には、OurPlanet-TV ならではの視点で今年を振り返る「年末特番」をライブ配信した。 

 

   

 

＜番組一覧＞配信番組は計７２番組 

1月 12日 「食事でミャンマーの民主化を支援～池袋・春の革命レストラン」 

1月 17日 「甲状腺がん患者の『対照症例研究』に着手」 

1月 19日 「小児甲状腺がん患者６人、東電提訴へ～４人は再発患者」 

1月 26日 「『被曝で小児甲状腺がん』東電を提訴へ～原告が涙の訴え」 

1月 28日 「小児甲状腺がんの賠償請求、過去にも～東電が明らかに」 

2月 1日 「日本政府は、いつになったら行動するの？～ミャンマー院内集会で若者ら訴え」 

2月 1日 「シンポジウム ビルマ（ミャンマー）民主化のゆくえ」 

2月 2日 「ミャンマー国民の声を聞いて～軍事クーデターから１年で抗議」 

2月 3日 「ウィシュマさん事件から１年～『命の危険感じる』長期収容の実態」 

2月 3日 「『UNSCEAR2020年報告書』で大幅に減った『経口摂取』甲状腺被曝を検証する」 

2月 8日 「甲状腺がん患者家族ら、福島県知事に抗議」 

2月 18日 「放射線被曝の長期目標『年１ミリ』消える～政府の考え方」 

2月 25日 「『戦争やめろ』ロシアのウクライナ侵攻に抗議のデモ」 

3 月 1 日 「外環道トンネル工事一部中止を判断～東京地裁」 

3 月 1 日 「『３１１子ども甲状腺がん裁』弁護団会見」 

3 月 5 日 「『ウクライナに平和を』各地で反戦デモ」 

3 月 13 日 「Unpublished Data Show High Concentrations of Iodine 

-132 in Foods after the Nuclear Accident—Fukushima Prefecture」 

3 月 15 日 「旧優生保護法で『逆転勝訴』～国に 1500万円の賠償命令」 

3 月 18 日 「ウクライナ侵攻の影で～ミャンマー“人権侵害”に流れる日本の公的資金」 

3 月 21 日 「福島の小児甲状腺がんで高い再手術割合～民間団体公表」 

3 月 28 日 「長崎『被爆体験者』が早期救済求め、国に約３０万筆の署名提出」 

4 月 1 日 「チェルノブイリ事故にロシア侵攻“２度故郷追われ”日本へ」 

4 月 11 日 「ミャンマー新年を祝う『ダジャン祭り』で平和の祈り」 

4 月 11 日 「『災害弔慰金』同性パートナーにも～世田谷区」 

4 月 15 日 「東日本大震災より激しく揺れた～度重なる災害にあえぐ福島県・浜通り」 
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4 月 18 日 「原発事故 “国の責任”弁論始まる～最高裁が判断へ」 

4 月 24 日 「性的マイノリティの人権尊重を訴えるパレード３年ぶり開催」 

4 月 25 日 「『国の責任』判断へ～最高裁で３度目の弁論」 

5 月 11 日 「福島『県民健康調査』検討委・座長に高村昇氏」 

5 月 17 日 「当時小学生の避難者『生き地獄』と感じた～原発事故愛媛訴訟」 

5 月 26 日 「『子ども甲状腺がん裁判』 始まる～２０代女性陳述『大学行きたかった』」 

5 月 31 日 「同性婚裁判が結審 東京地裁で１１月３０日判決～婚姻の自由を訴え」 

6 月 6 日 「東電旧経営陣の控訴審が結審～判決は半年後」 

6 月 8 日 「『区域外避難者』へ賠償指針を～専門家ら提言」 

6 月 10 日 「『普通の生活がほしい』外国人同性パートナーの在留資格を求める訴訟が結審」 

6 月 17 日 「最高裁『原発事故の国の責任』認めない判決～『国が対策講じさせても事故避けられず』」 

6 月 27 日 「『実状に合わない』性別変更要件の緩和を求めデモ～#ありえないデモ～」 

6 月 30 日 「企業が同性婚の法制化を求めるデモ」 

7 月 5 日 「自民 LGBTQ差別の冊子で緊急抗議デモ」 

7 月 8 日 「自民 LGBTQ差別冊子問題で要望書提出へ」 

7 月 13 日 「東電旧経営陣４人に計１３兆円賠償命令～株主代表訴訟・東京地裁」 

7 月 22 日 「国連科学委の対話集会、大荒れ～誤り指摘に『結論変えず』」 

7 月 22 日 「国連科学委が福島県知事を訪問～甲状腺がん患者『実態知って』と直訴」 

7 月 26 日 「次長の歓送迎会でクラスター～原子力規制庁」 

7 月 26 日 「秋葉原無差別殺人事件で死刑執行～法務大臣会見～」 

8 月 1 日 「『過剰診断』判断に長期フォロー必要～鈴木元評価部会長」 

8 月 10 日 「一刻も早く全ての核のボタンを無用のものに～原爆投下から７７年～」 

8 月 17 日 「同性婚法制化の必要性訴える院内集会が開催」 

8 月 23 日 「『原告の声を聞いて』署名提出～小児甲状腺がん裁判」 

8 月 23 日 「埼玉県のタクシー会社『中小企業の意識変われば世の中は変わる』～LGBTQ取組へ～」 

9 月 1 日 「小児甲状腺がん３２６人に～福島県民健康調査」 

9 月 2 日 「安倍元首相の国葬反対デモに４０００人～国会前」 

9 月 2 日 「甲状腺がん裁判で２０代女性が追加提訴へ」 

9 月 6 日 「甲状腺がんの高校生『将来の夢わからない』～第２回口頭弁論」 

9 月 14 日 「『子ども脱被ばく裁判』来年２月１日判決へ」 

9 月 27 日 「反対の声を押し切り国葬を実施～全国で反対デモ」 

10 月 3 日 「同性パートナーに在留資格与えないのは違憲～東京地裁」 

10 月 6 日 「開沼博氏が OurPlanet-TVを提訴～名誉毀損で」 

10 月 7 日 「原発事故の『強制避難』と『自主避難』の区別をなくすべき～国連特別報告者」 

10 月 13 日 「トランスジェンダーの権利訴え、院内集会～未来を奪わないで～」 

11 月 2 日 「東京都が同性カップルの存在を公に認める～同性パートナーシップ宣誓制度の運用を開始～」 

11 月 8 日 「アーカイブ『３１１子ども甲状腺がん裁判』第３回口頭弁論期日集会」 

11 月 9 日  「原告『被曝が原因』９割以上と主張～甲状腺がん裁判」 

11 月 29 日 「アーカイブ 同性婚裁判東京地裁判決 記者会見」 

11 月 30 日 「同性婚を認めないのは『違憲状態』～東京地裁判決」 

12月 1日 「『患者の声きいて』甲状腺がん支援団体が県に要望」 

12月 2日 「小児甲状腺がん３３８人に〜福島県民健康調査」 

12月 15日 「アワプラと振り返る２０２２年！年末特番」 

12月 16日 「『差別認めて当事者らに謝罪を』～反省なき差別発言撤回を受け抗議デモ～」 

12月 16日 「原告ら『国は速やかに法整備を』～同性婚訴訟判決受け国に要望～」 

12月 21日 「原発賠償９年ぶりに見直し〜確定判決受け増額」 

12月 27日 「『野宿生活者を排除するな』公園を封鎖した渋谷区に抗議行動」 
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 福島映像祭２０２２  

２０１３年にスタートした「福島映像祭」は今回で１０回目を迎えた。９月１７日～２３日の１週間、ポレポレ東中野

にて開催。上映プログラムは日本初公開となる海外ドキュメンタリーから、福島、長野、北海道のテレビ局による

番組、映像作家による実験的なアート作品など、全９作品となった。２０２１年１０月に逝去された長谷川健一さん

を偲び、『飯舘村 わたしの記録』の特別追悼上映も行なった。イベントは２つの企画を実施。とくに関西テレビの

最新番組を上映したトークイベントは盛況となった。集客については昨年同様、課題が残った。 

 

   

 

＜映画上映＞ 

『1F リアル あの日、原発の傍らにいた人たち』（2021年／55分／日本）制作：福島中央テレビ 

『Son of Fukushima』（2020年／55分／アメリカ・フランス）監督：ベス・バラウィック、ベス・マーフィー 

『あかい線に分けられたクラス』（2021年／21分／日本）監督：藤井光 

『福島形相日記【未完成版】』（2022年／50分（予定）／日本）監督：鈴木光 

『ネアンデルタール人は核の夢を見るか～“核のごみ”と科学と民主主義～』（2021年／74分／日本）制作：HBC

北海道放送 

『まぼろしのひかり～原発と故郷の山～』（2021年／50分／日本）制作：SBC信越放送 

『汐凪（ゆうな）の花園～原発の町の片隅で～』（2019年／50分／日本）制作：SBC信越放送 

『飯舘村 わたしの記録』（2013年／68分／日本）監督：長谷川健一 

『ふるさと津島』（2020年／70分／日本）監督：野田雅也 

 

＜イベント＞ 

◆市民部門上映＆トーク「わたしが伝える福島」 会場参加１３人／オンライン２６人 

ゲスト：市民制作者のみなさん 聞き手：島田隆一（映画監督） 

◆上映＆トーク「上映＆トーク「分断の溝を埋め、沈黙を破る～チェルノブイリと福島～」 会場参加３２人 

ゲスト：宮田輝美（関西テレビ ディレクター） 聞き手：白石草（OurPlanet-TV） 

 

 ＤＶＤ販売  

 ＤＶＤの販売数はふるわなかったものの『飯舘村 わたしの記録』については上映会が複数企画された。 

 

 自主上映  

『飯舘村 わたしの記録』は、江古田映画祭（２月）、いいたてネットワーク上映会（１１月）、池袋みらい館大明

（１２月）と上映会が企画された。飯舘村では初の上映会となり、村民２０名ほどが鑑賞し、感想を交流し合う機会

となった。 
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（２）人権・環境を考慮に入れた国内外の優れた映像作品の翻訳・紹介  

 映像コンテンツの翻訳   

対象となる事業は行わなかった。 

 

―市民の情報発信（パブリック・アクセス）に係る事業― 

（３）子ども・市民のための映像制作教育  

 映像ワークショップ  

新型コロナ感染症が広がって以降、通常の形でのワークショップは中断している。今年は、幕張に拠点を置

く独立行政法人「高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）」の要請を受け、障害者雇用に関する視聴覚教材

の作成についてレクチャーを行ったほか、「表現の不自由展」実行委員会への映像編集サポートも行った。 

 

（４）市民が情報発信を行うためのインフラ・機材及び交流の場の提供及び環境づくり 

 メディアセンター  

【事業内容】 

ＮＰＯ法人独立映画鍋は２０２２年３月でスペース利用を終了。アジアプレスは利用を継続しているほか、１０月

より３．１１甲状腺がん子ども支援ネットワークがスペース利用を開始した。 

 

 アドボカシーおよびキャンペーン活動   

【事業内容】 

OurPlanet-TV が２０１９年３月に配信した記事が名誉棄損にあたるとして、開沼博東京大学大学院情

報学環准教授が２０２２年８月、OurPlanet-TV に対し５００万円の損害賠償を求める裁判を東京地方裁

判所に提起した。同記事は取材した事実に基づいて報道したものであり、名誉毀損には当たらないどころ

か、同裁判は、福島原発事故後、被曝問題に取り組んできた OurPlanet-TV に対するスラップ訴訟である

と考えられる。この裁判を通じて、OurPlanet-TV の報道の正当性と言論の自由の重要性を訴える予定。 

 

（５）社会貢献を行う行政・企業・団体への映像・メディア支援  

 映像コンテンツなどの受託制作   

【事業内容】 

２０２２年度は、前年に引き続き、オンラインイベント等のサポート依頼が相次いだ。原水爆禁止日本会議の

「被爆７５年記念ビデオ」を完成させたほか、Ｂ型肝炎弁護団の原告交流集会の配信業務や大臣会合などのサ

ポートを行った。 

 

【実施実績】 

⚫ 福島原発刑事訴訟支援団（オンライン集会サポート） 

⚫ ＮＰＯ法人東京肝臓友の会（医療講演会オンラインコンテンツ作成） 

⚫ アーユス仏教国際協力ネットワーク（受賞式オンラインサポート） 

⚫ 広げよう！子どもの権利条約キャンペーン実行委員会（イベントライブ配信） 

⚫ 現代人文社（授賞式記念セミナー配信） 

⚫ 第二弁護士会（模擬裁判教育 DVD作成） 

⚫ 高木基金（公開プレゼンテーション中継） 

⚫ 表現の不自由展実行委員会（ビデオ撮影） 
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⚫ 日隅基金（日隅一雄情報流通促進賞表彰式ライブ配信） 

⚫ グリーフサポートせたがや（連続講座配信サポート） 

⚫ Ｂ型肝炎訴訟全国原告団・弁護団（オンライン会議サポート） 

⚫ Ｂ型肝炎訴訟全国原告団・弁護団（肝臓コーディネーターシンポ配信ビデオ作成） 

⚫ シャプラニール＝市民による海外協力の会（50周年記念式典配信） 

⚫ 東京肝炎フォーラム（模擬授業オンラインサポート） 

⚫ 平和フォーラム（被爆75周年記念 DVD原盤制作） 

⚫ 平和フォーラム（国葬反対集会のライブ配信） 

⚫ 平和フォーラム（被爆77周年原水禁世界大会映像撮影） 

⚫ 平和フォーラム様（第59回護憲大会映像撮影） 

⚫ 日本ボランティアコーディネーター協会（コーディネーション研究集会録画収録） 

 

組織  

 ファンドレイジング  

新規入会、寄付ともに例年より減少傾向となったものの、寄付者数は昨年より増加した。寄付は７月２９日～９

月１６日の期間に福島映像祭「運営費寄付キャンペーン」、１１月１８日～１２月２６日の期間で「年末寄付キャン

ペーン」を実施した。 

 

・新規入会者名 ６人（賛助会員個人） 

 

・寄付総額     ３９６万円以上 ／ 寄付者 ３９３人（９３人増） 

２万～５万円未満 ２７人 

５万～１０万円未満 ６人 

１０万円以上 ７人 

５０万円以上 １人 

 

 スタッフ体制  

昨年に続きフルタイムスタッフは２人体制となったが、１月からアルバイトスタッフ１名が勤務を開始し、主に

LGBTQ＋のテーマを中心に取材を進めている。昨年採用した制作業務を担当する契約スタッフは、５月で一旦

契約を終了とした。 
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■議案二号   

 

 活 動 計 算 書 
 [税込]（単位：円） 

特定非営利活動法人 OurPlanet-TV 
自 2022年 1月 1日   

至 2022年 12 月 31 日 

【経常収益】    

  【受取会費】    

    正会員受取会費 140,000    

    賛助会員受取会費 1,760,000  1,900,000   

  【受取寄付金】    

    受取寄付金  3,965,282   

  【事業収益】    

    メディア支援事業収益  12,816,268   

  【その他収益】    

    受取  利息 189    

    雑  収  益 1,005,569  1,005,758   

        経常収益  計   19,687,308  

【経常費用】    

  【事業費】    

    （人件費）    

      給料  手当(事業) 7,410,834    

      法定福利費(事業) 968,846    

      通  勤  費(事業) 213,343    

      福利厚生費(事業) 91,195    

        人件費計 8,684,218    

    （その他経費）    

      売上 原価 5,433    

      外注費（事業） 4,288,606    

      諸  謝  金 621,137    

      印刷製本費(事業) 54,905    

      会  議  費(事業) 192,433    

      旅費交通費(事業) 905,009    

      通信運搬費(事業) 293,181    

      消耗品費(事業) 50,151    

      機材費（事業） 96,572    

      修  繕  費(事業) 32,406    

      資料費(事業） 133,910    

      水道光熱費(事業) 217,660    

      WEB 構築費 221,560    

      地代  家賃(事業) 1,774,080    

      会場費(事業) 49,350    

      広告宣伝費 10,000    

      リース料 74,388    

      減価償却費(事業) 334,450    

      諸  会  費(事業) 6,000    

      租税  公課(事業) 600    

      接待交際費（事業） 4,524    

      支払手数料(事業) 1,500    

      映画上映料 182,243    
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        その他経費計 9,550,098    

          事業費  計  18,234,316   

  【管理費】    

    （人件費）    

      給料  手当 1,852,708    

      法定福利費 242,212    

      通  勤  費 163,700    

      福利厚生費 74,850    

        人件費計 2,333,470    

    （その他経費）    

      印刷製本費 229,868    

      会  議  費 48,480    

      旅費交通費 880    

      通信運搬費 317,720    

      消耗品  費 109,887    

      水道光熱費 54,416    

      地代  家賃 443,520    

      接待交際費 8,670    

      諸  会  費 136,725    

      租税  公課 581,500    

      支払手数料 219,077    

      雑      費 10,000    

        その他経費計 2,160,743    

          管理費  計  4,494,213   

            経常費用  計   22,728,529  

              当期経常増減額   △ 3,041,221  

【経常外収益】    

    経常外収益  計   0  

【経常外費用】    

    経常外費用  計   0  

       税引前当期正味財産増減額   △ 3,041,221  

       法人税、住民税及び事業税   70,000  

          当期正味財産増減額   △ 3,111,221  

          前期繰越正味財産額   24,388,211  

          次期繰越正味財産額   21,276,990  
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貸 借 対 照 表 
特定非営利活動法人 OurPlanet-TV [税込]（単位：円） 

全事業所 2022 年 12月 31日 現在 

資 産 の 部 負 債 の 部 

科  目 金 額 科  目 金 額 

 【流動資産】    【流動負債】   

  （現金・預金）     未  払  金 524,002  

   現      金 42,101    預  り  金 422,018  

   ドル 現金 41,800    未払法人税等 70,000  

   普通  預金 19,478,036    未払消費税等 581,500  

   ペイパル 58,860     流動負債合計 1,597,520  

   シンカブル 423,520  負債合計 1,597,520  

    現金・預金 計 20,044,317  正 味 財 産 の 部 

  （売上債権）    前期繰越正味財産 24,388,211  

   未  収  金 1,232,000   当期正味財産増減額 △ 3,111,221  

    売上債権 計 1,232,000  正味財産合計 21,276,990  

  （棚卸資産）       

   商 品 58,263      

    棚卸資産  計 58,263      

     流動資産合計 21,334,580      

 【固定資産】       

  （有形固定資産）       

   什器  備品 447,930      

    有形固定資産  計 447,930      

  （投資その他の資産）       

   敷      金 1,092,000      

    投資その他の資産  計 1,092,000      

     固定資産合計 1,539,930      

資産合計 22,874,510  負債及び正味財産合計 22,874,510  
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財 産 目 録 
特定非営利活動法人 OurPlanet-TV [税込]（単位：円） 

全事業所 2022 年 12 月 31日 現在 

《資産の部》 

  【流動資産】    

    （現金・預金）    

      現      金 42,101    

      ドル 現金 41,800    

      普通  預金 19,478,036    

     三菱 UFJ 神保町 （10,688,145）    

     三菱 UFJ 特別 （10,000）    

     三菱 UFJ トヨタ （902）    

     三菱 UFJ 春日町 （20）    

     城南信金 九段下 （5,110,420）    

     郵便貯金総合 （2,088,743）    

     郵便振替 （1,080,457）    

     中央労働金庫 （499,349）    

      ペイパル 58,860    

      シンカブル 423,520    

        現金・預金 計 20,044,317    

    （売上債権）    

      未  収  金（委託制作他） 1,232,000    

        売上債権 計 1,232,000    

    （棚卸資産）    

      商 品（DVD、書籍） 58,263    

        棚卸資産  計 58,263    

          流動資産合計  21,334,580   

  【固定資産】    

    （有形固定資産）    

      什器  備品（カメラ、PC） 447,930    

        有形固定資産  計 447,930    

    （投資その他の資産）    

      敷      金 1,092,000    

        投資その他の資産  計 1,092,000    

          固定資産合計  1,539,930   

            資産合計   22,874,510  

《負債の部》 

  【流動負債】    

    未  払  金（入金間違い） 524,002    

    預  り  金 422,018    

    未払法人税等 70,000    

    未払消費税等 581,500    

      流動負債合計  1,597,520   

        負債合計   1,597,520  
    

        正味財産   21,276,990  
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特定非営利活動法人OurPlanet-TV

１． 重要な会計方針

　　 　計算書類の作成は、NPO法人会計基準（2010年7月20日 2011年11月20日一部改正 NPO法人会計基準協議会）

によっています。

　 棚卸資産の評価基準及び評価方法

棚卸資産の評価基準は原価基準により、評価方法は最終仕入原価法によっています。

消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は税込方式によっています。

２． 事業別損益の状況

別紙参照

３． 使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳（正味財産の増減及び残高の状況）は以下の通りです。

当法人の正味財産は21,276,990円ですが、そのうち使途が特定された寄附金等はありません。

（単位：円）

期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

受取寄附金 0 3,965,282 3,965,282 0 主に番組制作情報提供事業に充当

合計 0 3,965,282 3,965,282 0

４． 固定資産の増減内訳

（単位：円）
期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

有形固定資産

ビデオカメラ一式 654,689 654,689 314,250 340,439

編集用マウスコンピュータ 343,970 343,970 236,479 107,491
投資その他の資産 0

保証金 1,092,000 0 0 1,092,000 0 1,092,000

合計 1,092,000 998,659 0 2,090,659 550,729 1,539,930

５． その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするため に必要な事項

・事業費と管理費の按分方法

各事業の経費及び事業費と管理費に共通する経費のうち、給料手当、法定福利費、地代家賃、水道光熱費については

従事時間に基づき按分しています。

人件費（給料手当、法定福利費） 事業費80%・管理費20%

その他経費（地代家賃、水道光熱費） 事業費80%・管理費20%

　　2022年度（令和4年）　　計算書類の注記

（１）

（２）

内容 備考

科目
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注記２．事業別損益の状況

番組制作情報提供 メディア教育支援
社会貢献メディア支

援 管理部門 合　計
勘定科目名称
《経常増減の部》
【経常収益】
【受取会費】
正会員受取会費 0 0 0 140,000 140,000
賛助会員受取会費 1,320,000 0 88,000 352,000 1,760,000
受取会費  計 1,320,000 0 88,000 492,000 1,900,000
【受取寄付金】
受取寄付金 3,583,215 0 198,264 183,803 3,965,282
受取寄付金  計 3,583,215 0 198,264 183,803 3,965,282
【受取助成金等】
受取助成金等  計 0 0 0 0 0
【事業収益】
メディア支援事業収益 506,414 358,972 11,950,882 0 12,816,268
事業収益  計 506,414 358,972 11,950,882 0 12,816,268
【その他収益】
受取  利息 0 0 0 189 189
雑  収  益 0 0 0 1,005,569 1,005,569
その他収益  計 0 0 0 1,005,758 1,005,758
経常収益  計 5,409,629 358,972 12,237,146 1,681,561 19,687,308
【経常費用】
【事業費】
（人件費）
給料  手当(事業) 3,705,417 0 3,705,417 0 7,410,834
法定福利費(事業) 484,423 0 484,423 0 968,846
通  勤  費(事業) 213,343 0 0 0 213,343
福利厚生費(事業) 3,274 64,494 23,427 0 91,195
人件費計 4,406,457 64,494 4,213,267 0 8,684,218
（その他経費）
【売上原価】
売上原価  5,433 0 0 0 5,433
外注費（事業） 1,446,867 0 2,841,739 0 4,288,606
諸  謝  金 621,137 0 0 0 621,137
印刷製本費(事業) 51,475 0 3,430 0 54,905
会  議  費(事業) 166,563 0 25,870 0 192,433
旅費交通費(事業) 695,382 0 209,627 0 905,009
通信運搬費(事業) 265,287 0 27,894 0 293,181
消耗品費(事業) 43,727 6,204 220 0 50,151
機材費（事業） 96,572 0 0 0 96,572
修  繕  費(事業) 32,406 0 0 0 32,406
資料費(事業） 133,910 0 0 0 133,910
水道光熱費(事業) 108,830 0 108,830 0 217,660
WEB構築費 142,360 0 79,200 0 221,560
地代  家賃(事業) 887,040 0 887,040 0 1,774,080
会場費(事業) 49,350 0 0 0 49,350
広告宣伝費 10,000 0 0 0 10,000
リース料 0 0 74,388 0 74,388
減価償却費(事業) 334,450 0 0 0 334,450
諸  会  費(事業) 6,000 0 0 0 6,000
租税  公課(事業) 0 0 600 0 600
接待交際費（事業） 4,524 0 0 0 4,524
支払手数料(事業) 1,500 0 0 0 1,500
映画上映料 182,243 0 0 0 182,243
その他経費計 5,285,056 6,204 4,258,838 0 9,550,098
事業費  計 9,691,513 70,698 8,472,105 0 18,234,316
【管理費】
（人件費）
給料  手当 0 0 0 1,852,708 1,852,708
法定福利費 0 0 0 242,212 242,212
通  勤  費 0 0 0 163,700 163,700
福利厚生費 0 0 0 74,850 74,850
人件費計 0 0 0 2,333,470 2,333,470
（その他経費）
印刷製本費 0 0 0 229,868 229,868
会  議  費 0 0 0 48,480 48,480
旅費交通費 0 0 0 880 880
通信運搬費 0 0 0 317,720 317,720
消耗品  費 0 0 0 109,887 109,887
水道光熱費 0 0 0 54,416 54,416
地代  家賃 0 0 0 443,520 443,520
接待交際費 0 0 0 8,670 8,670
諸  会  費 0 0 0 136,725 136,725
租税  公課 0 0 0 581,500 581,500
支払手数料 0 0 0 219,077 219,077
雑      費 0 0 0 10,000 10,000
その他経費計 0 0 0 2,160,743 2,160,743
管理費  計 0 0 0 4,494,213 4,494,213
経常費用  計 9,691,513 70,698 8,472,105 4,494,213 22,728,529
当期経常増減額 -4,281,884 288,274 3,765,041 -2,812,652 -3,041,221
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■議案三号 

 

特定非営利活動法人 OurPlanet-TV 

２０２３年度 事業計画 

１、事業実施の方針   

 

 ２０２３年は東日本大震災から１２年。当時生まれた子どもが中学生にあがる年です。OurPlanet-TVでは、２０１

３年から継続的に取材を重ねてきた福島県南相馬市の小高中学との関わりをさらに強め、子どもたちを記録しな

がら、子どもたちにもより良い影響が与えられるようなワークショップに取り組んでいきたいと考えています。 

 

 また、青山学院大学法学部ヒューマンライツ学科が進めている可視化プロジェクトに関与することが決まってお

り、人権教育または法学教育を映像で伝えるという分野で、新たな取り組みをしていきます。 

 

 コロナ禍はまだまだ続きますが、人と人との距離は、少しずつ元に戻りつつあります。映像ワークショップの一

部再開など、２０２３年度は、人と人が直接、対面する機会を増やしていきたいと考えています。 

 

活動開始から２２年目となる２０２３年。OurPlanet-TVは、これからも人びとの「小さな声」に耳を傾け、個人と

個人をつなぐという役割を大切に、丁寧に活動を続けていきたいと思います。引き続きご支援をお願いします。 

 

 

 

代表理事 白石 草 
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２、事業実施に関する事項 

 

―コンテンツ制作に係る事業―   

（１）市民の視点や人権・環境を考慮にいれた番組の制作  

 独自企画番組の制作および配信  

２０２３年は、引き続き東京電力福島第一原子力発電所事故に関するテーマを軸に、LGBTQやジェンダー、

外国人の人権問題などに力を注いでいく。 

 

 独自記録のアーカイブ  

過去２２年間で撮影した映像のデジタル化、アーカイブ化に関する計画、資金調達などを行う。 

 

 福島映像祭 ・ふくしまのこえ  

福島映像祭は開催時期や日数、会場などを再考し、新たな形で実施する。 

 

 ＤＶＤ販売・自主上映  

引き続き「飯舘村 わたしの記録」のDVD販売を拡げていく。 

 

（２）人権・環境を考慮に入れた国内外の優れた映像作品の翻訳・紹介  

 映像コンテンツの翻訳  

「東電テレビ会議～４９時間の記録」英訳版（１００分版）の上映・配信を何らかの形で実施していく。 

 映画紹介  

主にメールマガジン、ニュースレター等で紹介していく。ドキュメンタリー映画に限らず、多様な視点を持つイ

ンディペンデント作品も取り上げたい。  

 

―市民の情報発信（パブリック・アクセス）に係る事業― 

（３）子ども・市民のための映像制作教育  

 映像制作ワークショップ  

メディアカフェにおける３カ月間のワークショップは見合わせるが、夏休み期間などに合わせて、３日間程度の

連続講座の実施していきたい。 

 

（４）市民が情報発信を行うためのインフラ・機材及び交流の場の提供及び環境づくり  

 メディアカフェ  

引き続き事務局スペースの貸し出しを継続し、広報メディアサポートを実施する。「アジアプレス」「３．１１甲状

腺がん子ども支援ネットワーク」の２団体がスペース利用を継続する。メディアカフェについては、新型コロナウイ

ルスの感染状況を注視しつつ、利用者への呼びかけを行っていく。 

 

 アドボカシー活動  

開沼博氏より提起されている裁判を通して、報道・言論の自由の重要性について、広く社会に訴えていく。ま
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た、コロナ禍をきっかけに各省庁や行政の記者会見や会議への参加が制限され、現在も閉鎖的な状況が続い

ている。この状況を改善するために働きかけていく。 

 

（５）社会貢献を行う行政・企業・団体への映像・メディア支援 

社会貢献支援事業は、ライブ配信やウェブ構築など、新たな分野を広げていきたい。 

 映像コンテンツなどの受託制作  

新型コロナで高まっているオンライン需要がしばらくは続くとみられるため、引き続き、様々な市民団体、NGO

等からの映像制作・オンライン企画を受託する。とくに、青山大学法学部ヒューマンライツ学科の展開する可視

化プロジェクトのパイロット事業など、新たな取り組みに参加し、活動を広げていきたい、 

 

 講師派遣  

全国各地からの要望に応じて、映像ワークショップや広報セミナーの講師派遣または運営・実施を随時行う。 

 

 広報セミナー・広報サポート  

引き続き、過去の広報セミナー参加者を主な対象とした少人数制の「広報ゼミ」の開催は見合わせる。コロナ

禍で課題を抱える NPO、NGO等の相談等にのっていく。 

 

―組織運営に関する事項― 

 組織・事務局  

必要に応じてスタッフを配置する。またインターンを積極的に受け入れる。 

 

 ファンドレイジング  

会費は例年通り４月のニュースレターと同時に納入を呼びかける。キャンペーンは年に２回程度（７～８月、１１

～１２月）実施する。定期的な寄付の呼びかけも強化していく。会員向けニュースレターは４月、１１月に発行す

る。助成金も随時申請していく。 
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■議案四号 

活 動 予 算 書 
 [税込]（単位：円） 

特定非営利活動法人 OurPlanet-TV 自 2023年 1月 1日  至 2023年 12月 31日 

【経常収益】   

  【受取会費】   

    正会員 年会費 200,000   

    賛助会員 年会費 2,000,000   

  【受取寄付金】   

  一般寄附 4,800,000   

  【受取助成金等】   

  助成金 0   

    会費・寄付・助成金 収益 計  7,000,000  

  【事業収益】   

  番組制作情報提供 600,000   

  メディア教育支援 800,000   

  社会貢献メディア支援 13,000,000   

    事業収益 計  14,400,000  

  【その他収益】   

    受取 利息 -  

    雑 収 益 -  

    その他収益 計  0  

        経常収益  計  21,400,000  

【経常費用】   

  【事業費】   

    （人件費）   

   給与 手当 8,000,000   

   法定福利費 1,000,000   

   通勤費（事業） 200,000   

   福利厚生費（事業） 80,000   

人件費 計  9,280,000  

    （その他経費）   

   外注費（事業） 3,000,000   

   謝礼金 600,000   

   印刷経費（事業） 10,000   

   会議費（事業） 150,000   

   旅費交通費（事業） 1,000,000   

   通信運搬費（事業） 300,000   

   消耗品費（事業） 80,000   

   水道光熱費 250,000   

   地代 家賃 1,800,000   

   機材費（事業） 50,000   

   修繕費（事業） 20,000   

   資料費（事業） 100,000   

   WEB構築費 100,000   

   会場費（事業） 50,000   

   広告宣伝費 30,000   

   リース料 80,000   

   映画上映料 150,000   

   仕入 50,000   
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   保険料（事業） 20,000   

   諸会費（事業） 20,000   

   租税 公課（事業） 30,000   

   支払手数料（事業） 10,000   

   接待交際費（事業） 10,000   

   雑費（事業） 0   

その他経費 計  7,910,000  

          事業費  計  17,190,000  

  【管理費】   

    （人件費）   

   給与 2,000,000   

   法定福利費 250,000   

   通勤費 150,000   

      福利厚生費 240,000   

人件費 計  2,640,000 

    （その他経費）   

      印刷  経費 80,000   

   支払 報酬 100,000   

      会  議  費 50,000   

      旅費交通費 10,000   

      通信運搬費 300,000   

      消耗品 費 60,000   

      水道光熱費 70,000   

      地代  家賃 440,000   

   接待 交際費 10,000   

   諸会費 150,000   

      租税  公課 100,000   

      支払手数料 150,000   

   会場費 50,000   

          管理費  計  4,210,000  

           経常費用  計  21,400,000  

      当期経常増減額  0  
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■議案五号 

 

役員改選 

 

１．任期満了となる理事ならびに監事の改選を行う。次期役員候補を以下の通り提案する。 

２．新任任期は、第１８回通常総会終了後より第２０回通常総会までとする。 

３．役員候補案 

 

◆理事候補案（五十音順） 

前回コロナ禍で役員改選が行われ、２年が経過しました。まだ１度も対面での理事会、総会が実現していない

こともあり、現行の役員体制で引き続き、取り組んでいきたいと考えています。 

 

＜継 続＞ 

・稲熊 伸治 (クリエイティブディレクター) 

・大槻 貴宏（ポレポレ東中野代表／トリウッド代表） 

・近藤 剛 (映像ディレクター) 

・白石 草 (ジャーナリスト) 

・浜田 忠久 (市民コンピュータコミュニケーション研究会代表) 

・松浦 さと子 (龍谷大学教授) 

・毛利 嘉孝（東京芸術大学大学院教授） 

・井桁 大介（弁護士） 

・永田 賢介（認定NPO法人アカツキ 理事／職員） 

・橋爪 明日香（メディアクリエイター） 

 

◆監事候補案 

＜継 続＞ 

・ 早坂 毅（税理士・行政書士） 


